
富山
金沢駅西合同庁舎

石川県庁

示野中町

戸板小学校

若宮大橋 大豆田橋

まめた簡易
サッカー場
野球場

石川県金沢市大和町 1-1
●クルマ／金沢西インターから約10分
●JR金沢駅（西口）から徒歩20分、タクシー5分

金沢市役所

元車

六枚

片町

北国銀行

金沢西 IC

犀川

金沢市
　企業局北

陸
自
動
車
道

（社）金沢職人大学校

セミナー会場：金沢職人大学校

□「金沢における歴史的建造物の耐震性能評価に学ぶ」セミナー（会員：5,000円、非会員：7,000円、学生：2,000円）
 

開催地   ：金沢職人大学校（石川県金沢市大和町1-1）
開催日   ：平成 23年 4月 24日（日）
日　程：午前 10:00 ～ 午後 12:00 佐野家（金沢市片町 2-5-17）の見学

午後
  

1:30 ～ 3:30 セミナー（金沢職人大学校研修室）

     
3:30 ～ 5:00 質疑応答、金沢市民芸術村事務棟の見学

　参加費は、申込と同時に郵便局でお振り込みください。   振込金額
　郵便振替口座00170-7-722838 伝統木構造の会　　　振込(予定)日　　　　月　　　　日

　当会では、今年全三回の伝統構法の耐震診断・耐震補強に
ついてのセミナーを予定し、今回はその初回として「金沢にお
ける歴史的建造物の耐震性能評価に学ぶ」と題したセミナー
を企画致しました。次回以降は第二回を８月飛騨高山、第三回
を11月鎌倉で予定しております。
　国は木造の耐震改修を進めることを焦眉の課題とし、またそ
れを林業再生とも結びつけようと華々しく打ち上げる反面、建
築基準法には伝統木構造の定義すらなく、このままでは既存木
造が一括りに闇雲に壁量、筋かい・金物で見る影もない姿にさ
れる恐れもあります。
　日本のまちなみは、地場の匠の経験による耐震性への配慮
に任されてきたものが多く、それら沢山の建物が時に不適格建
築物として取り壊され、補強と称し換骨奪胎される例が後を絶
ちません。
　当会では、伝統木造のより本来的な耐震改修の道筋を再考
すべく今回のセミナーを企画致しました。
　金沢にはそこかしこに古い木造が息づいており、例えば浅野
川大橋を挟んだ西側の主計町（かずえまち）と対岸のひがし茶
屋町一帯の検番や料亭は江戸・明治の風情を湛えております。
　そんな金沢市は歴史建造物整備課所管により金沢職人大学

校を平成8年に設置し、一定の経験を積む職人を対象に更に高
度な修復技術を修得させて市が認定するとともに、平成19年に
は歴史的建造物耐震化検討委員会を設置し、来る新年度初頭
には金沢版の耐震改修マニュアルを発行する運びです。
　このマニュアル作成は、国の三カ年プロジェクトの鈴木祥之
委員長や金沢工大の後藤正美教授が主導されており、今回の
講師にはこの後藤先生をお願いし、場所も金沢職人大学校の
研修室をお借り致しました。
　後藤先生には、先生が手掛けられた耐震診断、改修設計例
として、工事完了間近のこの職人大学校の事務棟や「学生の
家」とするため市が買い取った築140年の佐野家のご紹介もお
願いしております。
　金沢版の耐震診断マニュアルは、当会のセミナーテキストと
しても使用した「伝統構法を生かす木造耐震設計マニュアル」
をサブテキストとして、金沢市における耐震診断、改修設計の
実例を中心にまとめたもので、当日にはほぼ同様の内容のもの
を皆様に配付できる予定です。
　日曜丸一日に詰め込んだ企画ですが、金沢を満喫しつつと
いう方には連泊なども一興と存じます。
　何卒、多数のご参加を期待致します。

　　　　　　　　　　　　　 
特定非営利活動法人伝統木構造の会

伝統構法を生かす木造耐震設計の研修実行委員会
後援：国土交通省、文化庁、金沢市、金沢職人大学校（以上依頼中）

金沢における歴史的建造物の
耐震性能評価に学ぶ
セミナーのご案内
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講師：後藤正美教授

申込み／問合せ先
伝統木構造の会
渋谷区代々木2-36-6〒151-0053
電話03-3370-8528, Fax.03-3375-8447
Mail : dentou@mbn.nifty.com
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氏名： 会員・非会員・学生 電話：

FAX：会員・非会員・学生同伴者氏名：

住所：
〒

メールアドレス：



 

山錦楼 

佐野家 
（「学生の家」研修センター） 

成巽閣 

ひがし茶屋町 
金沢城

セミナー会場 
金沢職人大学校 




